
アミノ酸の効果とは？
慣行農業では、光合成産物は
アミノ酸合成にも消費されま

すが、BLOF理論では
アミノ酸肥料
※アミノ酸を含む肥料

を使用すること
によって植物が
アミノ酸を直接
吸収し、余剰と
なった光合成産
物によって糖度

や栄養価・収量の
向上につながります。

Ⅲ.今後の展望・課題
今回開発した鰤醤肥料には、収量や糖度の向上など
一定の効果が見られました。今後はトマト以外の作
物でのさらなる栽培検証を進め、地域資源を活用し
た有機栽培を前に進めていきたいと考えています。

〇収量調査の比較と考察
今回の実験では、収量においては有機区では145.2kg、
慣行区では118.7kgと大きな差が見られ、有機区は慣行
区に比べ約22%の増収(※グラフ１参照)となりました。また
有機区の方が平均糖度が高い(※グラフ２参照)ほか、生理障害
果が少ない（※写真４参照）など、収量・品質ともに有機区が
上回る結果となりました。

（１）鰤醤とその残渣の活用
鰤醤は、 (有)片口屋にて製造・販売を行なっている鰤の内臓を原料とした魚醤
のことで、発酵させた鰤の内臓から遠心分離によって水分を抽出、そこに塩を

加えるという方法で製造しています。本来廃棄処
分されてしまう内臓を有効活用しているほか、塩

分を加えて発酵させる従来の製造方法とは異なりア
ミノ酸も多く含んでいるため、残った油分や固形物
などの残渣も肥料や家畜飼料等に活用できます。

Ⅰ.研究の目的・背景
地球温暖化などの環境問題が深刻化する中、「みどりの食
料システム戦略」では、2050年までに化学農薬・肥料の使
用削減と有機栽培拡大を目標としていますが、未だ達成で
きていないのが現状です。干ばつや不漁、海洋ゴミな
どの問題は私たちの暮らしに影響しており、氷見
の豊かな自然を守るため、持続可能な農業
として、私たちはBLOF理論に着目しました。

BLOF理論に基づく地域資源を活用した有機栽培の実践
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が提唱する有機栽培理論。土壌分析と施肥設
計に基づいたアミノ酸とミネラルの適切な供給
と太陽熱養生処理による地力の向上により、高品
質・高栄養価・多収穫が実現可能になります。
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（２）鰤醤肥料の開発
今回の研究では、鰤醤残渣にアミノ酸が多く
含まれていることに注目、米ぬかと１：３
の割合で混ぜて発酵させることでオリジナ
ル肥料「鰤醤肥料」を開発しました。

○鰤醤の製造工程

水 分：魚醤

油 分：養鶏飼料

固形物：肥料に活用
※通常は廃棄処分
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○材料リスト
・鰤醤残渣：米ぬか=１：３
・水：重量の10〜15％
・酵母菌（エビオス錠）
※２〜３週間発酵させて完成

②促成トマト栽培と生育調査
３月中旬より栽培を開始。生育調査で
は、各区画10株の個体を抽出し、１週
間毎に葉枚数や果房数の計測などを行
うことで、肥料における生育度合いの
違いを検証しました。

③収量と品質の調査
 収穫の際には、各区画における果実の
 総個数、総重量の調査を行ったほか、
 各区画２個を抽出し、果実重量および
 糖度を計測しました。

みどりの食料システム戦略 (1)③：資源のリユースリサイクルに向けた体制構築・技術開発 に貢献

〇成分分析の結果(※表２参照)

NPKが4.0-2.3-2.0と、一般的な有
機質肥料と比べても同等の窒素供給力
をもつ肥料であることがわかりました。
またMgを1.1％含んでいることから、
葉色改善や光合成の活性化に有効であ
り、果葉・葉菜類向きの汎用性が高い
肥料であるという結果となりました。

表2：鰤醤肥料の肥料成分

表1:鰤醤残渣のアミノ酸量

みどりの食料システム戦略 (1)①：持続可能な資源のやエネルギーの調達 に貢献鰤醤肥料の製造工程

（３）鰤醤肥料の効果検証
促成トマトの栽培にて、鰤醤肥料の効果の検証実
験を行いました。ハウス内に鰤醤肥料を施す有機

 区と、対照実験として慣行区を設置。それぞれの区
 画においてトマトの生育状況や収量を計測します。

これらの結果は、鰤醤肥料に含まれる窒素成分が植物に
アミノ酸として吸収されたことや、Mgによって光合成
が活性化されたことが、光合成産物の増加につながり、
糖度や収量の向上につながったと考えられます。

みどりの食料システム戦略 (２)①：高い生産性と両立する持続的生産体系への転換<化学肥料の低減> に貢献

①土壌分析と施肥設計
肥料の効果を正確に検証するため、

栽培前には土壌分析を実施。施肥量の
計算には施肥設計ソフトBLOFware
(JBF提供)を使用しました。

Ⅱ.取組内容と成果

グラフ１：総収量の比較 グラフ２：平均糖度の比較

写真４:有機区(左)と慣行区(右)の収量と品質の比較
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地域からでる水産廃棄物を活用し、地域資源循環型農業の確立を目指し、今年度は…
・鰤醤の発酵残渣を活用した肥料【鰤醤肥料】の製造とその成分分析
・促成トマトの栽培における【鰤醤肥料】の効果検証 を目標に活動を行いました。
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写真２:生育調査の様子 写真３:有機区の果房

写真１:施肥の様子
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